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概要：

少子高齢化、環境エネルギー制約、セキュリティリスク、防

災などの社会的課題の解決及び日本の産業競争力の向上

のためには、研究開発に基づく革新的なイノベーションが必

要である。しかしながら、日本には有力な大学、企業等が多

数存在するのに対して、イノベーション力の評価は高いとは

言えない。日本が新たなイノベーションを次々と産み出してい

くためには、日本にとって重要な技術に関する検討、産学連

携や企業間連携などのオープンイノベーションの促進、知的

財産権の適切な管理や戦略的な国際標準化活動、優秀な人

材の育成や確保などの対応が必要ではないか。これらに関

して現状と課題及び今後の動向等を考察する。
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